
熱戦展開ネオホッケー
江刈Ａが11年ぶり優勝

　第32回町民総合体育大会の後期競技（ネオホッケー）
は１月22日、社会体育館で行われ、男子は江刈Ｂ地区が、
女子は西部地区が第１位に輝きました。
　この結果、本年度の総合優勝の栄冠は、前期競技から終
始首位をキープした江刈Ａ地区に輝きました。同地区の優
勝は11年ぶり４回目となります。
■ネオホッケー結果／男子　①江刈Ｂ　②北部　③江刈Ａ
［得点王］折元正人５点(江刈Ａ)　竹川覚５点(北部)
■ネオホッケー結果／女子　①西部　②江刈Ｂ　③江刈Ａ
［得点王］大上愛莉６点(江刈Ｂ)　千葉明美６点(西部)
■総合成績　①江刈Ａ(64点)　②西部(62点)　③北部(60点)
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男子予選リーグ、江刈Ａ対江刈Ｂの試合は５対５の
同点で試合終了。試合終了まで互角の戦いを見せ、
一進一退の攻防を繰り広げた

５人で力を合わせて難問・珍問に挑戦する参加者

目指せくずまき雑学王
過去最多25チーム参加

　第10回チーム対抗ものしり雑学王選手権は１月25日、
主催のグリーンテージで開催され、参加者は町の雑学王を
目指し50問の問題に挑戦しました。
　過去最多の25チーム（５人１組）が参加。建物や人物
などの画像を使った問題や、音楽を流し曲名を当てる問題、
「岩手国体軟式野球７～８位決定戦の岩手対大分のスコア
は？」など答えが出そうで出ない問題ばかり。今回も趣向
を凝らした難問、珍問に参加者は悪戦苦闘していました。
■結果　①総務企画課(30点)　②レディースＢカップ(29点)
③アゲアゲなヤング(29点)　④商工会青年部(29点)
※２～４位は同点のため、じゃんけんで順位を決定

定住と新婚生活を支援
２世帯に奨励金を交付

　12月26日、定住奨励金と新婚ライフサポート金の交付
式が町長室で行われ、町にＵターンで定住した１世帯と新
婚１世帯が出席。觸澤義美副町長から移住者への奨励金と
新婚世帯へのサポート金（くずまき商品券）が贈られました。
　觸澤副町長は「町では定住奨励金のほか、保育料の減免
や子どもの医療費無料化など、人口減少対策に力を入れて
います。葛巻へ定住していただけるような方々へ、町の魅
力を発信していただきたい」とあいさつしました。
　昨年３月に盛岡市から親子４人で転入し、盛岡市のハウ
スメーカーに勤務する明石俊成さん（35歳・田代）は「奨
励金は子育てのために大切に使います」と感謝しました。

町のさらなる発展誓う
にぎやかに新年交賀会

　町民憲章推進協議会（中村哲雄会長）主催の新年交賀会
が１月４日、グリーンテージで開催され、町民ら約120人
が参加。互いに新年のあいさつや杯を酌み交わし、決意も
新たに町のさらなる発展を誓い合いました。
　江刈と五日市の保育園児によるバイオリン演奏がオープ
ニングを華やかに飾り、参加者全員で町民憲章朗読と町民
歌を斉唱しました。中村会長は「次の時代に向けて、山村
のモデルとなるまちづくりが着々と進められている。さら
なる町の発展のため、一致協力していきましょう」とあい
さつ。ワイン開きで新年を祝福したほか、福引き大会など
も行われ、会場は終始にぎやかな雰囲気に包まれました。

車いすを寄贈した葛巻小の児童ら。左から吉田佳子
教諭、藤村一夫校長、辻那智さん、四日市拓海君、
星野湊音君、堀口裕之院長、和野喜一理事長

冬の葛巻まるごと体験
スノーワンダーランド

　葛巻小（藤村一夫校長、児童111人）のエコボランティ
ア委員会は12月21日、養護老人ホーム葛葉荘を訪れ、車
いす１台を同施設に寄贈しました。
　この車いすは、同校がエコボランティア活動の一環とし
て全校児童で取り組んでいるアルミ缶回収の益金で購入さ
れたもの。エコボランティア委員長の四日市拓海君（６年）
が「大切に使ってください。体調をくずさず長生きしてく
ださい」とあいさつ。誠心会の和野喜一理事長は「優しい
心に感謝しながら大事に使わせていただきます。50人の
入所者も大変喜んでいます。みんなが歓迎しますので、い
つでも遊びに来てください」とお礼を述べました。

葛葉荘に車いすを寄贈
葛巻小エコボラ委員会

　第17回くずまき高原牧場スノーワンダーランドは１月
４日から17日までの14日間、同牧場を主会場に行われ、
参加した県内外の小中学生23人は、酪農体験やホームス
テイ、雪の家「イグルー」作り、雪中キャンプなど、葛巻
ならではの多彩なプログラムに取り組みました。
　友達に誘われて初めて参加したという宮城県の高橋遼

りょう

歩
ほ

君（仙台市立芦
あしの

口
くち

小６年）は「こんなに大きいイグルー作
りは初めて。つらいこともあるけど、さまざまな体験がで
きて、みんなで協力し合うことが楽しいし達成感がある。
葛巻は自然がきれいで、牛乳もおいしい。来年もぜひ参加
したい」と目を輝かせていました。

觸澤副町長から定住奨励金と新婚ライフサポート金
を受け取る２組のご家族

寒さに負けず、力を合わ
せてイグルー作りに取り
組む子どもたち

福引き大会でくじを引く中村会長。協賛団体から提
供された約60点の景品が参加者にプレゼントされた


